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市長への提案 受付実績 提案・回答 
 

令和４年４月から令和４年６月までに皆様からいただいた提案等は１９件でした。 

 

令和４年４月～令和４年６月受付分 

区分 件数 

福祉関係 １件 

教育文化 ２件 

防災関係 １件 

都市基盤 ５件 

職員・窓口 ０件 

環境衛生 １件 

観光産業 ２件 

その他 ７件 

合計 １９件

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇福祉関係 

標題 不妊治療 

提案の趣旨 不妊治療が保険適用になったが，回数制限があり，回数を超え

た場合は実費になり諦める方が多いと思います。保険適用の回数

を超えた治療費を市から全額あるいは半額補助してほしいです。

回答 特定不妊治療に対しては，今年度から保険適用になり，治療費

が高額な場合，自己負担の上限額を超えた金額を支給する「高額

療養費制度」があります。 
助成回数については，４０歳未満の場合，４３歳になるまで１

子ごとに６回まで，４０歳以上の場合，４３歳になるまで１子ご

とに３回までとなります。 
なお，保険診療下で行った治療回数は，過去の治療実績や助成

金利用実績は加味されません。（令和４年３月３１日までに終了

した治療の回数は含まれません。） 
今年度からは，保険適用される特定不妊治療と併用する保険外

の先進医療に対して，広島県から上限５万円，竹原市から上限５

万円の助成を行います。 
今後も，妊娠を望む方の声を伺いながら，不妊治療に対する支

援や施策について検討するほか，広島県と連携しながら国に要望

するなど，子どもを産み育てやすい環境づくりに取り組んでまい

りますので，ご理解のほどよろしくお願いします。 
担当課 健康福祉課 

皆様からお寄せいただきました提案（匿名により回答していないものも含む）のうち，令

和４年４月から６月までに文書で回答した案件を，個人情報の取扱いに十分留意した上でお

知らせします。 

ただし，企業等の営業活動，お礼や私的なもの，誹謗中傷，個人が特定できるものなど，

公開することが適当でないと判断したものは除いています。 

寄せられた皆様からの提案は，市長が目を通し，竹原市のより良いまちづくりに役立たせ

るようにしてまいります。 



- 2 - 

 

 

〇教育文化 

 

〇都市基盤 

 

標題 文化施設について 

提案の趣旨 文化創造ホールの建設をお願いします。 

回答 本市においては，市庁舎とホール機能を有する市民館が共に建

築後 50 年以上経過しており，老朽化が進み，耐震性も不足する

中で，まずは市庁舎の移転・更新を進めるよう取り組んでおりま

す。 
また，この庁舎移転の後には，現市庁舎の跡地に多機能性を持

たせた文化施設の整備を検討しているところであります。 
担当課 文化生涯学習課 

標題 町並み保存地区の道路について 

提案の趣旨 町並み保存地区の道路のレンガが浮き上がって危険なので，直

してほしい。 

回答  町並み保存地区の道路は「歴史的地区環境整備街路事業」によ

り歴史的美観と観光客誘導路の整合を図り，町並みとの調和を考

慮したレンガや自然石を組み合わせ，景観性の高い道路として整

備されたものです。 
 道路の維持管理につきましては，定期的に巡回点検し，特に危

険性の高い箇所を優先的に修繕している状況です。 
 今回ご指摘のありました箇所については，損傷の状況を把握し

ており，修繕の実施に向けて業者と調整しているところです。 
 今後も市民や観光客の皆様が安心してご利用いただけるよう，

道路の維持管理に努めてまいりますので，引き続きご理解とご協

力をよろしくお願いします。 
担当課 都市整備課 

標題 公園について 

提案の趣旨 中須公園がなくなるという話を聞きました。子供達にそのこと

を伝えると残念そうにしていたので，他に子供の遊ぶ場を設けて

ほしいです。 

回答  中須公園は，市が民間の所有者から土地を借り受け整備したも

ので，子供たちの遊び場や地域住民の交流の場として，多くの

方々に利用されてきました。 
 しかし，土地の所有者から公園以外の新たな土地利用を図りた

い旨の申し出があり，土地の返還を求められたことから，公園を

廃止することといたしました。 
 公園は，子供達の遊び場や災害時の一時避難場所など多様な機

能を有しており，重要な公共施設であることから，近隣に新たな

公園を整備する目的で，代替地等について検討しておりますが，

当面は丸子山児童遊園地等の公園をご利用いただきたいと考え

ております。 
 今後とも，市民の皆様に，安心してご利用いただくとともに，
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子供の遊び場となるような公園の整備，維持管理に努めてまいり

ますので，ご理解とご協力をお願いします。 
担当課 都市整備課 

標題 駅前の商店通り（アイフル通り）を清潔で歩きたいと思えるよう

にするための提案 

提案の趣旨 駅前の商店通り（アイフル通り）を清潔で歩きたいと思えるよう

な通りになって欲しいため，次のとおり提案します。 

①サビたシャッターには落ち着いた色で清潔に塗装する。 

②定期的に見回りをし，道に長時間止めている車は指導する。 

③アイフル通りが通り抜け道路になっているので，安心して歩け

るように規制する。 

④あいふる通りの花に水をあげて長持ちさせるために,水道を１

～２か所作ってほしい。 

回答 ①サビたシャッターについて 

 竹原駅前商店街は魅力と活力ある景観を創出すべきストリー 

トであるため，令和 4年 3月に策定した竹原市景観計画において

重点地区として位置付け，居心地が良く，歩きたくなる歩行者空

間の創出に取り組んでいます。 

 建築物の 1階店舗部分については，オープン（ガラス等）とす

ることや閉鎖的なシャッターを設けない等のルールを定めると 

ともに，民間事業者に対する補助制度などを活用し，魅力ある駅

前ストリートづくりを進めてまいります。 

②歩道上への駐車について 

 歩道上の駐車は歩行者の安全な通行を妨げるものであるため，

警察と連携しながら，定期的なパトロールや沿道店舗等への注意

喚起に取り組んでいます。 

③車の通り抜け道路 

 あいふる通りは市道であることから，車両の通りを規制するこ

とは困難であると考えます。 

 しかしながら，歩きやすい通りとするため，道路を蛇行させる

など，通行車両のスピードを低減させるための構造となってお 

り，今後は，更に通行車両のスピード低減につながる効果的な対

応について検討し，歩行者が安心して通行できる環境整備に取り

組みます。 

 

④水道の設置について 

 現在，あいふる通りの植樹帯の管理については，竹原市公園里

親制度を活用し，竹原駅前商店街組合が日常的な管理を行い，市

が花苗や肥料等を提供するなど官民連携で取り組んでいます。 

 さらに，維持管理をイベント化することにより，地域の皆様や

学生が参画し，あいふる通りへの愛着につながるものと考えま 

す。 
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〇環境衛生 

 

〇観光産業 

 ご指摘の散水用の水道については，旧シオタ，三差路付近及び

旧憩う屋跡地の 3箇所で利用できることとなっており，地域の皆

様が利用しやすいよう明示方法等について検討します。 

担当課 都市整備課 

標題 大久野島のうさぎについて 

提案の趣旨 観光客が放置した餌が原因でカラスやイノシシなどの「うさぎ

の天敵」が増えているという記事を読みました。観光客がどこで

もうさぎに餌を与えることができるような印象を受けますが，う

さぎだけが餌をとれる場所で餌を与えるなどの方が，ウサギ保護

には効果があるのではないでしょうか。 

回答  大久野島では，島のうさぎに関する知名度の高まりによって観

光客が近年大幅に増えており，市の活性化に大きく寄与している

ところです。しかしながら，観光客が持ち込んだ過剰な量の餌を

うさぎに与えることによって，生息環境に影響が及んでいるとい

った課題も生じています。 
 現在，島の管理者である環境省や、竹原市をはじめとした関係

者において，それら課題等についての情報共有を図り，課題解決

に向けた対応策を協議しているところです。 
 本市といたしましても，大久野島を訪れ楽しんでいただくため

のルールを周知する等，大久野島及び竹原を訪れる皆様に「行っ

てみたい」「また訪れたい」と思っていただけるよう，様々な取

組を関係機関と連携して進めてまいりますので，ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 
担当課 市民課，産業振興課 

標題 竹原の特産品「竹製品」について 

提案の趣旨  竹原の特産品である竹製品を日常的に使うように普及に力を

入れてほしい。 

回答 竹製品をご愛用いただいているということで，非常に嬉しく思

います。 

本市の竹工芸品については，竹工芸振興協会会員が製作し，町

並み保存地区内にある「まちなみ竹工房」及び「道の駅たけはら」

で展示・販売しております。 

ここでは，お土産用として販売している工芸品の他に，日常的

に利用できるカゴやザル，バッグ，コースターなどもございます。

現在，竹工芸品や竹細工体験の紹介などについては，主に観光

客をターゲットにホームページをはじめとする SNS やパンフレ

ットを活用して，発信しているところございますが，市民の皆様

に対しましても，日常的に利用いただけるよう，身近で使える竹

工芸品の紹介や販売情報など，広報等を活用した発信を検討して

まいりたいと考えております。 
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あわせて，竹工芸品が市の誇れる特産品の一つであると改めて

認識し，より多くの方に手にとってもらえるよう，竹工芸振興協

会や関係機関等と連携しながら，その魅力発信に取り組んでまい

りますので，ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

担当課 産業振興課 


